
 
 
 
 
 
サッカー部保護者の皆様、ＯＢの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理解とご

協力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 
先日 9 月 21 日（日）、県リーグ最終戦、山形ＦＣユース戦がございました。これで負

けた方が最下位 8 位決定、山東が勝つと 5 位決定、引き分けで 7 位という大一番（同日

の早い時間のカード東海－鶴東戦が引き分けでしたので勝つと 5 位決定、また暫定 7 位

の日大と城北との試合が日大勝利だったので、山東が引き分けると 7 位決定でした）。

最下位が自動降格、7 位が 2 部 2 位との入れ替え戦という規定からすれば、なんとか最

終戦に勝利し、早々に残留を決めたいところ。 
試合は序盤から山形ＦＣペース。山形ＦＣは中学生が 2 名ほど入っておりベストメン

バーではありませんが、試合の組み立てはさすがの一言。大型ＦＷと大型ＤＦでそつな

く攻守を締め、技巧派のＭＦが中盤を支配する、山形ＦＣにとっては理想的な展開。対

して山東は、前節の勢いが嘘のような元気のなさ。システム上ではありませんが、実態

としては後方に人数を割きすぎる守備的な布陣になってしまい、それを相手に的確に突

かれてしまう。もっと戦術的にいうと、山東は、カバーリング役として（マークを背負

わずに）一人を余らせつつ、マンマークを意識して最終ラインに人数を割きすぎた結果、

本来中盤で守備の仕事をしてほしいＭＦをもＤＦラインに吸収させてしまう。そのスカ

スカになった中盤に、敵が思うようにパス・ドリブルをしてくる、そんな展開。守備に

忙殺される山東ＭＦはなかなか押し上げることができず、ＦＷが孤立するばかり。 
いつ失点してもおかしくない展開の前半終盤、（山東から見て）右からの大きなセンタ

リングを、山東ＤＦ2 人との競り合いに勝った敵ＦＷにヘディングで決められ、失点。

その直後、切り替える間もない前半終了間際、敵ＭＦにミドルシュートをぶち込まれ、

０－２で前半を折り返す。ハーフタイムで気を取り直した山東は、後半やっと攻撃で良

い形を作る。対して山形ＦＣはメンバーをどんどん落とし始め、中学生の人数が徐々に

増えていく。当然といったら当然のことではありますが、山東の攻撃は勢いが増してい

く。 
そうした中、山形ＦＣのＤＦが自陣ペナルティエリア内でバウンドボールをクリアし

ようと足を上げた瞬間、1 年ＭＦ賢祐が基本に忠実に体ごと（このときばかりは頭ごと

ですが）ボールを奪いに行き、敵ペナルティエリア内で「危険なプレー」による間接Ｆ

Ｋをゲット1。そしてその間接ＦＫがＰＫに昇格！間接ＦＫにおいてボールを受けた選手

が敵をかわしシュート体勢に入ったところを、思わず山形ＦＣの選手が倒してしまい、

ＰＫゲット。顧問はすかさず「ゴールが決まったらボールをすぐ（ハーフウェイライン

まで）持ち帰れよ」と指示し、獲らぬ狸の皮算用。しかしボールは無情にもゴールネッ

                                                  
1 直接ＦＫはゴールに直接（1 発で）蹴りこんでもゴールが認められます。「危険なプレー」による

ＦＫは、それができない間接ＦＫになります。ペナルティエリア内の直接ＦＫはＰＫになります。 
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トを揺らすことができず、出るのはため息ばかり。その後、攻め立てる山東に山形ＦＣ

が逆襲一発。結局０－３で情けない敗戦。県リーグ 1 部最下位が決定しました。 
しかしながら！本来であれば、最下位は 2 部への自動降格が決定しますが、実は今年度

だけは話は別。来年度、Ｕ－18 プリンスリーグ東北（東北リーグ）が 2 部制に移行し出

場チームが増える中、山形から参加している山形中央（プリンス 1 部決定）と羽黒（プ

リンス 2 部決定）がプリンスリーグの残留を決めたため、山形枠がさらに一つ増え、三

枠に。無敗での県リーグ 1 部優勝を決めたモンテユースがプリンス 2 部への昇格を決定。

また山形ＦＣユースが今年度限りで解散するため、1 部から 2 チームがいなくなること

に。そこで 1 部に残る 6 チームに加え、2 部の上位 2 チーム（鶴工、山商）をそのまま

自動昇格させれば、1 部 8 チームが出来上がることになります。 
このような完全に「他力」の状況により、山東は 2008 年度県リーグ、1 部最下位でし

たが、めでたくといっていいのでしょうか、残留を決めました。実はこの 1 部降格なし

という方針はかなり前からほぼ決まっており、私も知っていました。が、「他力で残留な

ど我慢ならん」とばかりに自力残留を目指し、選手を発奮させておりました。また「敵

（選手）を欺かんとするならば先ず味方（保護者）から」とばかりに保護者の方々にも

お伝えせずにいました。こうして種明かしをした上で、幸運な残留の報告をしなければ

ならないこと、非常に情けなく思います。来年はこんな幸運ないでしょうし、自力で決

めます！！来年の県リーグも応援よろしくお願いします。 
 

 
村山地区一年生大会の日程が決まりました。11 月 15 日（土）、16 日（日）、場所は

未定です。詳細が決まり次第、報告いたします。 
 


